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結晶の主要な方位の面間隔である 2 回対称面と 5 回対称面が最も一致するのは




Mg-Cd-Yb 系において準結晶相と Mg 相の二相共存領域
が広い理由であると考察できる。また、Mg-Cd-Yb 準結
晶の局所構造に着目すると準結晶の Yb 原子の配置と純
Mg の Mg 原子の配置は良く一致しており、整合界面の
形成に有利である。さらに Mg基である Mg-Cd-Yb準結









引張強度は約 255 MPa、伸びは 8~13%を示し、純Mg押出材（粉末冶金）の引張強度 236 
MPa、伸び 5.7%に比べると機械的性質の向上は小さかった。一方、Mg(100-4x)Cd3xYbx (x=0
～4) 300℃の押出材は準結晶の体積率に応じて室温における引張強度が 270~366 MPa（伸
びは 2%~10%）を示し、押出温度が 250℃の場合、その値が 400 MPaを超える引張強度
を示し、機械的性質が大きく向上した。特に Mg95Cd4.5Yb0.5～Mg92Cd6Yb2押出材では
150℃における引張強度が 270~290 MPa（伸び 24~38%）を示し、Mg95Zn4.6Zr0.3押出材
の 156 MPa （伸び 13.6 %）、純Mg粉末押出材の 110 MPa（伸び 15 %）と比べて、機
械的性質の向上が顕著であった。これらの機械的性質の向上は準結晶/Mg の整合界面が
要因と考察した。 
 
 
以上の結果から整合界面を有するMg-Cd-Yb準結晶相がMg合金の機械的性質（強度・
延性）の向上に特に有用であることが示された。Mg-Cd-Yb 系は準結晶の効果を検証す
るモデルとして理想的な系であると結論した。 
 
 
